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まちの話題・ニュースファイル

　金ケ崎中学校男子バレーボール部は、東北中学校バ
レーボール大会の優勝及び全日本中学校バレーボール選
手権出場への報告のため、８月 20 日に町役場を訪問し
ました。同部が東北大会で優勝したのは 9 年ぶり 3 度
目となります。また、全国大会へは２年ぶりに出場しま
す。柏琉

る
生
い

主将は「練習の成果を発揮し、全中ベスト４
を目標にしたい」と話し、佐藤 隆

りゅう
晴
せい

部長は「練習でサー
ブの精度を極めてきた。悔いのないように頑張ってきた
い」と抱負を述べました。髙橋寛

かん
寿
じゅ

町長は「今大会が集
大成となるので、体調も万全に頑張ってきてほしい。町
民一同応援する」、千葉和

かず
仁
ひと

教育長は「地区大会から観
戦していたが安定したプレーだと感じた。『東北に金中
あり！』と印象づけるように頑張ってきてほしい」と激
励を送りました。

㊗金ケ崎中学校男子バレーボール部
第 54 回東北中学校バレーボール大会優勝

東北大会の優勝旗をもち笑顔を見せる男子バレーボール部

東北大会 対戦校 結果

1回戦
横手明峰中学校

（ 秋田県）
2-0

2回戦
鶴岡第三中学校

（ 山形県）
2-0

準決勝
大衡中学校

（ 宮城県）
2-0

決勝
西川中学校

（ 山形県）
2-0

参議院岩手県選出議員補欠選挙の
　投票立会人を募集します
■応募資格　町内在住で選挙人名簿に登録され、選挙権を有する満 18 歳以上の人。
　　　　　　性別、職業は問いません。

◇申し込み方法
■申込期限　9 月３0 日（月） 午後５時まで
■申込方法　電話または応募フォーム
■その他　▶申込多数の場合、投票立会人の経験がない人を優先し、その後抽選とします。▶電話で申
し込みの際は、次の情報をお知らせください。①住所、氏名、生年月日②日中連絡可能な電話番号③所
属政党（ない場合は無所属）④立会希望日（期日前、当日、両方など）⑤立会希望投票所
申▢　町選挙管理委員会　（☎ 42 － 2111 応募フォーム：https://logoform.jp/f/gO2N5）

◀応募フォーム

①期日前投票の立会人
（１）金ケ崎町役場（3 階会議室）
■期日　10 月 11 日㈮～ 10 月 26 日㈯のうち従事
可能な日
■時間　午前８時 30 分～午後８時
■募集人数　延べ 32 人（１日２人× 16 日間）
■報酬　日額 9,600 円（昼食、夕食は事務局で用意）

（２）イオンスーパーセンター金ケ崎店
■期日　10 月 24 日㈭
■時間　午前 10 時～午後８時
■募集人数　２人
■報酬　日額 8,000 円（昼食、夕食は事務局で用意）

②当日投票の立会人
■期日　10 月 27 日㈰　
■時間　午前 7 時～午後 6 時
■場所　町内 11 投票所（街地区生涯教育センター、
南方地区生涯教育センター、西部地区生涯教育セン
ター、第一小学校、三ケ尻地区生涯教育センター、
北部地区生涯教育センター、永徳寺中央公民館、
永岡地区生涯教育センター、細野振興会館、
和光地区研修集会施設、中央生涯教育センター）
■募集人数　33 人（各投票所 3 人）
■報酬　日額 10,900 円（昼食は事務局で用意）

図書館イベント
「虫よけとんぼちゃんを作ろう」を

開催しました
　
　児童企画展イベント「虫よけとんぼちゃんを作ろう」
を、８月６日に開催しました。県南青少年の家「出前
講座」の講師を招き１５名が参加。個性あふれる「虫
よけとんぼちゃん」が完成しました。参加者は帰りに
図書館の本を借りて、夏休みの楽しい時間をを過ごし
ました。

　町バスケットボール協会主催第 13 回金ケ崎カップ
ミニバスケットボール交流大会が８月 10 日と 11 日
に町文化体育館で開催され、県内外の男女合わせて
17 チームが参加し、熱戦を繰り広げました。参加チー
ムの友好・交流を深め『友情・ほほえみ・フェアープ
レー』を再確認し、選手個々の技術力とチーム力の向
上を目指します。

第 13 回金ケ崎カップ
ミニバスケットボール交流大会

練習の成果を発揮する子どもたち

先生から作り方を教わる様子

　8 月 4 日、日本熱管工業株式会社東北営業所（金
かん

成
なり

良
祐所長）は、町と 5 月に災害協定を締結したトレーラー
ハウスを地域貢献活動の一環として開放しました。当日は
金成所長から、改断地区の住民へトレーラーハウスの設備
などについて説明と施設見学が行われました。
　このトレーラーハウスは、2 台設置され、それぞれにソー
ラーパネルと蓄電池を備えているため、災害時には携帯電
話の充電などに利用ができます。このほか、シャワー設備、
バイオマストイレも設置されているため、避難者の大きな
支えとなります。
　改断地区の板宮研

けん
治
じ

自治会長は、「こういう施設がある
と地域としても助かる。災害時だけではなく、地域内の事
業所として今後も連携していきたい」と話していました。

災害協定施設を地域住民へ開放

説明を聞き、施設を見学する住民


